
œ司　会／奈良橋　秋夫SAA

œ点　鐘／19時00分　長沼　章会長

œソング／我等の生業

œゲスト／

RRRRR RRRRRRRRRRR RRRRR RRRRRRRRRRR

長沼　章会長

マイクロソフトが欧州連合の競争

法（独占禁止法）違反に対する是正

命令に従っていないとして、制裁金

を科せられる見通しです。1日2.9

億円の支払いを2005年12月15

日にさかのぼって命じられるようです。ＸＰのＯ

Ｓにのっているメディアプレーヤーという、音楽

映像再生ソフトが問題となっており、見る側は、

ＸＰのＯＳがあればＯＫですので、作る側として

はメディアプレーヤー製作ソフトが必要となり、

独占販売的になるものです。ワード、一太郎、エク

セル、ロータスと対抗するソフトが

多数ありますが、使う側としてはス

ムースに使える様にしていただけれ

ばと時折感じる今日このごろです。

司会　奈良橋　秋夫ＳＡＡ

飯塚　能成幹事

1.集合写真ができてますので、お持

ち帰り下さい。回覧がございます。

阿奈靖雄会員より、プラス思考通

信7月号、学友ニュース「友」イ

ンターネット速報。

◇浅田　進会員

地区合同役員会が7/8(土) 開催された。鈴木ガ

バナーから青少年交換に関する危

機管理特別委員会を設置し、検討

するとの由、情報が必要な場合は

浅田が多少保管しているので声を

掛けて下さい。

◇小松　政敏社会奉仕委員長

○基本方針

ロータリークラブにおける奉仕

活動の一環として、地域に密着し

た奉仕に取り組み、われわれの活

動を地域社会に伝え、共感を得る

ようにしたい。

○事業計画

1.本庄・児玉・上里クラブとの合同企画である、

新幹線本庄早稲田駅への屋外ソーラー電波時

計の寄贈を推進する。

2.職業奉仕委員会の認知症高齢者施設訪問に協

力、参加する。

3.クラブ内で取り上げるプロジェクト（カンボ

ジア支援・児童絵画展・花見例会）に協力し、

意見を交換し、任務を遂行する。

4.地元で行われている奉仕活動（小山川清掃等）

に参加、協力する。

◇星野　栄一直前会長

2005～06年度の決算書の監査

を藤井桂一税理士より正確である

事を認めますとの報告書を戴きま

したのでお伝えいたします。

◇松島　雄二出席・親睦・家族担当長

入会して1年が過ぎましたが、勉強不足でロータ
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◇会長　長沼　　章　
◇幹事　飯塚　能成

◇クラブ会報担当／担当長 木村　真純／副担当長 阿奈　靖雄
／委　員 堀口　宏之・金井　一俊

率 先 し よ う

2006～2007 R.I. テーマ
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リークラブについて内容が良くわかりませんが、

出席担当長という役がまわってきたので100％出

席を自ら実践したいと思います。

◇戸谷　全克米山記念奨学担当長

○基本方針

当地区の金子ＰＧが米山記念奨学

会の副理事長にご就任なさっており

ます事を年頭に入れて、優れた活動

を行うように努力したい。

○事業計画

1.目的及び意義の周知徹底を図る

米山月間はもとより、折に触れスピーチを行

う。特に米山月間には地区役員を講師として

招き、卓話をお願いすると共に、奨学生も同

行して頂き、その体験談を聞く。

2.クラブ目標額の達成に努める

4月23日の地区協議会で示された一人当たり

目標額￥17,000円、これは過去10年間残念

ながら当地区平均では達せられていないが、

我がクラブは独特のシステムがあるので達成

可能と思う。

◇山田　勝治広報・雑誌担当長

○基本方針

自分達のクラブであり、運営につ

いては、まず、自己研鑽の場として

世界で行われている有意義な活動等

を「ロータリーの友」「ガバナー月

信」等から取得して会員に知らせ、理解してもらう。

○事業計画

広報　地方紙、行政の広報紙を通じ、広く地域

住民に知らせる。

雑誌「ロータリーの友」「ガバナー月信」を第1

例会日に配布、要旨を紹介する。

◇木村　真純会報・プログラム・ＩＴ担当長

○基本方針

インターネットを活用して、例会

や各委員会の活動状況を分かり易

く、また迅速に会員各位に伝える。

また、各委員会と連絡をとりながら

気軽に話し合える雰囲気作りに努力し、出席率向

上につながるプログラムを立案し、同時にクラブ

内でパソコンが十分活用されるよう努力する。

○事業計画

1.デジカメを活用し、分かりやすい週報作成を

心がけ、プログラム内容を迅速に伝達できる

ようにする。

2.卓話や家族移動例会を積極的に行い、会員の

意識高揚につながるようにする。

3.事務所設置パソコンを強化し、会員間中核と

しての機能を高める。

◇木村　真純ロータリー財団担当長

○基本方針

1917年アーチ・クランクＲＩ会長が「社会の

ために良いことをしよう」という明確な目的を

もつ基金を提唱しました。米国・ミズーリ洲カ

ンザスシティロータリークラブは、1918年に

当地で開催された国際大会の剰余金、わずか米

貨26ドル50セントを寄付し、基金への最初の

貢献をしました。これらの最初の種が世界最大

の人道的奉仕と平和の非営利組織、ロータリー

財団へと成長したのです。

国際親善奨学生等、時代の変遷と共にニーズに

よりロータリー財団の活動も多岐にわたり複雑

になり分かり難くなったと言われております。

ついては、なるべく判りやすく基金の使われ

方等を報告させていただき、その上で理解のも

とに財団基金への援助をお願い申し上げる次第

であります。

○事業計画

1.ロータリー財団の趣旨と仕組みについて、再

確認し啓蒙を計りたいと思います。

※ロータリー財団の啓蒙を計る為、年1～2回

程度ロータリー財団に詳しい方を講師にお

迎えしスピーチをいただく。

2.地区年次寄付目標達成の為、会員お一人100

米ドル以上の協力をお願いする。

◇清水　正一新世代担当長

親が勤労者で学校の授業が終了

後、家に帰っても誰も居らず、小学

校の低学年の生徒さんを学童保育制

度として預り、めんどうを見ておら

れる現状のお子さんを相手に「働く、

仕事」と言うテーマで絵を書いて貰い、展示し、

賞を決めて優秀作品には例会にて褒め称える事業

を企画して進めて行きたいと思います。
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7/25 第595回／五 州 園／PM7:00 卓話、親睦例会

8/  1 第596回／埼玉GH／PM7:00 定例理事会

8/  8 第597回／埼玉GH／PM7:00 ガバナー補佐訪問

8/15 休会

8/22 第598回／埼玉GH／PM7:00 ガバナー公式訪問

8/29 第599回／五 州 園／PM7:00 親睦例会
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出 席 報 告

会員数

25名

出　席

15名

欠　席

6名

松島　雄二出席担当長

Ｍ.Ｕ

4名

出席率

76％

例 会 予 定


